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専修大学商学研究所主催 
商学研究所創設 40 周年記念公開シンポジウム 
コラボレーティブCRMに関するシンポジウム 
１．開催の趣旨 
～メーカーと小売業の効果的協働マーケティング～ 
 近年、顧客の顧客囲い込みの手段として、ポイント・プログラムに代表されるカード・プ
ログラムが小売業で広く採用されている。カード･プログラムは、消費者にポイントなどの特
典を与えることによって継続的に来店を促すことが可能である。しかし、もっと重要な点は
来店し購買した消費者の購買履歴データが取得でき、そのデータをモバイル技術などのＩT
を駆使しながらマーチャンダイジングや販売促進などのマーケティング活動に生かすことが
できる点である。コラボレーティブ CRMは、メーカーと小売業が協働で小売業の購買履歴デー
タをマーチャンダイジングや販売促進などのマーケティングに活用し、メーカーおよび小売
業の顧客のロイヤルティを高めようとする試みである。このシンポジウムでは、アメリカや
ヨーロッパで注目されているコラボレーティブ CRMに関する基本的な考え方を紹介する。そ
して、メーカーと小売業の先進的な取り組み事例を取り上げることによって、日本における
コラボレーティブ CRM の今後の可能性について検討する。 
 
２．開催日時：2006年 11月 18 日（土） 13時 15 分～17 時 15分 
 
３．開催会場：専修大学 神田校舎 731 教室 （定員 180名） 
   〒101-8425 東京都千代田区神田神保町 3-8 
   http://www.acc.senshu-u.ac.jp/koho/campus/index06a.html 
 
４．プログラム 
13:15～13:25 「主催者挨拶」 専修大学商学研究所所長 上田和勇 
13:25～14:10 「コラボレーティブ CRMの背景と概念」 
 専修大学 商学部教授 中村 博 
14:10～15:00 「㈱セイジョー（ドラッグ･ストア）のカード展開」 
 ㈱セイジョー 営業本部 部長 関内弘幸 
15:15～16:05 「カード・プログラムを活用したメーカーのマーケティング」 
 日清食品（株）営業本部 営業企画部 面谷勝己 
16:05～16:55 「カテゴリー・マネジメントからコラボレーティブ CRMへ 
－カテゴリー・マネジメントにおける現状と課題解決の方向性について－」  
 ライオン㈱ 流通開発部 副主席部員 渡邊克芳 
16:55～17:15 「コラボレーティブＣＲＭのまとめと提案」 
 専修大学 商学部教授 中村 博 
17:15～17:25 「学部長挨拶」 専修大学 商学部長 川村晃正 
